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茨剣連居合道講習会講師に、全日本剣道連盟 審議員 草間純市範士 来県 ！！

開会式 講師挨拶 開会式 （古河市 はなもも体育館）

講演 称号錬士合格者（ 鶴岡良造　五味陸明 ）

新メンバー：前列中央３名

　
令
和
七
年
度
の
県
外
講
師
招
聘

居
合
道
講
習
会
は

、
新
潟
県
か
ら

範
士
八
段
 

全
日
本
剣
道
連
盟

草
間
純
市
審
議
員
を
講
師
に
お
迎

え
し

、
古
河
市
は
な
も
も
体
育
館

に
七
十
七
名
の
申
込
み
で
開
催
さ

れ
ま
し
た

。

　
開
会
に
先
立
ち
五
月
の
称
号
錬

士
合
格
者
に
平
野
政
弘
部
長
か
ら

証
書
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た

。

　
開
会
式
は
部
長
の
挨
拶
の
後

、

草
間
先
生
の
挨
拶
で
講
習
が
開
始

さ
れ
ま
し
た

。
始
め
の
講
話
で
は

解
説
書
三
十
四
ペ
ー
ジ

「
演
武
の

心
得

」
の
二
行
に
つ
い
て

、
受
講

者
に
考
え
て
欲
し
い
こ
と
に
つ
い

て
話
が
あ
り
ま
し
た

。

　
続
い
て

、
居
合
道
委
員
会
が
取

り
組
ん
で
い
る

『
全
剣
連
居
合
指

導
上
の
留
意
点

』
に
つ
い
て
は

、

「
指
導
す
る
人
が

、
ど
う
や

っ
た

ら
う
ま
く
教
え
る
こ
と
が
で
き
る

か

」
と
い
う
指
導
の
要
領
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

そ
の
後
鹿
行
支
部
齋
藤
健
一
七
段

の
準
備
運
動
で
実
技
講
習
が
始
ま

り
ま
し
た

。

　
実
技
の
模
範
演
武
は
本
年
度
強

化
選
手
の
齋
藤
健
一

、
鳥
越
啓
隆

の
七
段
二
名
が
行
い
指
導
上
の
留

意
点
に
つ
い
て
草
間
先
生
か
ら
随

時
の
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。

そ
の
後

、
二
段
～
八
段
ま
で
段
別

に

、
訓
練
を
行
い
ま
し
た

。

　
最
後
は
二
段
か
ら
八
段
の
演
武

を
行
い
無
事
終
了
し
ま
し
た

。

準
備
等
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す

、
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す

。

　

 
県
外
講
師
招
聘
講
習
会
の

翌
週
七
月
二
十
日

、
土
浦
市

で
開
催
致
し
ま
し
た

。

　
議
題
は
六
月
末
の
全
剣
連

審
査
・
講
習
会
の
反
省

、

　
令
和
七
年
度
の
課
題
の
検

討

、
そ
し
て
居
合
道
Q
＆
A

（
新
入
会
員
編

）
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
今
後
の

編
集
検
討
で
し
た

。

　
令
和
七
年
度
の
懸
案
事
項

は

、
ど
う
し
た
ら
三
段
以
下

の
皆
さ
ん
に
居
合
の
行
事
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
か
の
検

討
で
す

。
今
年
度
か
ら
三
名

の
新
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
ま
し

た

。
出
来
る
こ
と
か
ら
進
め

て
ま
い
り
ま
す

。
皆
様
の
ご

協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す

。

第
十
六
回
未
来
検
討
会
報
告

居合道部未来検討会広報Gr

令和 ７年 ７月3１日（木）

県
外
講
師
招
聘
居
合
道
講
習
会
　
七
月
十
三
日

（
日

）
　
古
河
市

居合道部だより
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実技の模範演武（強化選手）指導 全員講習

段別講習　二段・三段 段別講習　二段・三段

段別講習　四段 段別講習　六段

段別講習　七段 段別講習　八段


